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者
を
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旅
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部
長
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岡
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幹
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大
井
政
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に
は
、
お
い
し
い
野
菜
が

た
べ
ら
れ
る
な
？

皆
さ
ん
冬
野
菜
の
出
来

栄
え
は
ど
う
で
す
か
。
今

年
は
植
え
付
け
時
期
が
、

雨
が
多
く
な
か
な
か
準
備

が
で
き
ず
植
え
付
け
が
遅

れ
ま
し
た
。
下
の
写
真
は
、

十
一
月
二
四
日
に
写
し
た

物
で
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は

や
っ
と
野
球
ボ
ー
ル
ぐ
ら

い
に
・
白
菜
は
ま
だ
ま
だ

完
全
で
は
な
い
け
れ
ど
六

割
程
度
の
巻
き
・
キ
ャ
ベ

ツ
は
巻
き
は
じ
め
た
ば
か

り
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
気

温
次
第
で
す
が
、
年
始
頃

令
和
三
年
度
第
一
回
大
会
を

四
月
十
五
日
開
催
。
以
降
再
び

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
催
を
中
止

し
て
お
り
ま
し
た
が
や
っ
と
今

年
度
第
二
回
大
会
を
十
一
月
十

五
日
に
鈴
峰
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で

六
十
四
名
の
参
加
を
得
て
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
前

回
同
様
、
当
然
パ
ー
テ
ィ
は
出

来
ず
盛
り
上
が
り
に
欠
け
ま
し

た
が
七
ヶ
月
ぶ
り
の
顔
あ
わ
せ

で
笑
顔
が
は
じ
け
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
優
勝
が
小
林
俊
二
さ
ん
、

準
優
賞

は
服
部

了
さ
ん
、

第
三
位

は
岩
間

一
義
さ

ん
で
し

た
。
四

年
度
は

四
回
開

催
す
る

計
画
で

す
。

カ
ラ
オ
ケ
部
は
、
昨
年

も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
数

回
定
例
会
を
休
み
ま
し
た
。

十
月
に
入
り
コ
ロ
ナ
感

染
者
が
全
国
的
に
減
少
し
、

三
重
県
で
も
０
件
の
日
が

あ
り
、
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。
こ
の
様
な
中
、
カ

ラ
オ
ケ
部
で
は
、
徹
底
し

た
衛
生
管
理
を
行
い
、
マ

イ
ク
の
消
毒
、
ド
ア
の
消

毒
、
カ
ラ
オ
ケ
部
屋
に
つ

い
て
も
通
常
一
室
で
す
が
、

二
室
を
使
用
し
、
テ
ー
ブ

ル
も
増
や
し
、
換
気
に
気

を
く
ば
り
行
い
ま
し
た
。

昨
年
の
秋
季
大
会
時
期
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
、
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
激
減
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
秋
季
囲
碁
大
会
を

久
し
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

日
時
十
一
月
二
七
日
午
前
十

時
、
場
所
は
、
増
進
セ
ン
タ
ー

参
加
者
は
十
名
、
成
績
は
次

の
通
り
で
す
。

優
勝

玉
置

孝
盛

二
位

伊
藤

英
彦

三
位

鈴
木

逸
毅

四
位

黒
田

正
義

五
位

澄
川

輝
明

会
員
の
皆
様
久
し
ぶ
り
に
対

局
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
日
常
の
生

活
が
戻
る
と
い
い
で
す
ね
。

今
年
度
囲
碁
部
の
行
事
で
す

が
春
季
大
会
五
月
下
旬
、
秋
季

大
会
十
一
月
下
旬
に
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

主
催
）
に
当
部
員
五
名
が

出
展
し
好
評
を
得
ま
し
た
。

昨
年
の
前
半
は
、
船
の
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
に
加
え
コ
ロ
ナ
の

緊
急
事
態
宣
言
に
依
る
釣
舩
組

合
の
出
船
停
止
に
も
会
い
、
後

半
は
永
年
に
渡
り
釣
果
ア
ッ
プ

の
指
導
を
し
て
頂
い
て
い
た
船

頭
さ
ん
が
体
調
不
具
合
と
な
り

『
船
釣
り
部
』
と
し
て
は
、
一

度
も
出
船
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

反
省
会
に
つ
き
ま
し
て
も
コ

ロ
ナ
禍
の
宣
言
は
、
解
除
と
な

る
も
全
員
集
ま
っ
て
の
会
合
も

出
来
ず
、
幹
事
と
役
員
数
名
程

で
反
省
と
今
年
の
予
定
計
画
の

打
合
せ
を
行
う
に
留
ま
り
、
例

年
の
会
食
・
宿
泊
で
の
反
省
会

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
然
を
相
手
に
行
う
『
船
釣

り
部
』
は
、
時
に
は
、
波
・
風

が
厳
し
い
時
も
、
又
、
鏡
の
様

な
水
面
で
爆
釣
で
あ
っ
た
り
、

坊
主
の
一
歩
手
前
の
釣
果
だ
っ

た
り
し
た
過
去
の
思
い
出
で
す
。

今
年
も
五
月
の
第
三
土
曜
日

に
計
画
し
て
、
十
一
月
ま
で
釣

行
予
定
で
計
画
し
て
ま
す
。

（
詳
細
は
調
整
中
）

こ
ん
な
船
釣
り
を
や
っ
て
み

た
い
と
思
う
人
は
、
友
の
会
事

務
局
又
は
、
船
釣
り
部
員
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
だ
ま
だ
、
こ
の
様
な

状
況
が
続
き
ま
す
が
、
今

年
も
、
カ
ラ
オ
ケ
部
は
、

月
一
回
の
月
例
会
を
行
い

ま
す
。
い
つ
も
流
れ
る
曲

は
、
懐
か
し
い
昭
和
二
十

年
・
三
十
年
代
の
歌
か
ら
、

平
成
・
令
和
と
新
し
い
歌

も
あ
り
、
自
分
の
自
慢
の

歌
を
楽
し
く
歌
う
事
は
、

良
い
事
で
す
。
ま
た
、
一

般
の
方
と
の
交
流
も
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
カ
ラ
オ

ケ
は
、
声
を
出
す
事
に
よ

り
、
内
臓
に
良
い
と
言
わ

れ
て
ま
す
。
又
、
曲
リ
ズ

ム
を
忘
れ
る
事
無
く
歌
う

事
は
、
ボ
ケ
防
止
に
も
な

り
ま
す
。
こ
の
様
に
楽
し

く
や
っ
て
行
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
部
の
令
和
三
年
度

特
集
は
テ
レ
ワ
ー
ク
で
す
。

数
多
い
テ
レ
ワ
ー
ク
会
議
シ

ス
テ
ム
の
中
で
「
ズ
ー
ム
」
を

選
択
し
た
理
由
は
前
号
に
記
載

し
た
の
で
省
略
し
ま
す
。

昨
年
八
月
と
九
月
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
緊
急
事
態
宣

言
最
中
で
、
例
会
を
中
止
す
る

状
況
で
し
た
が
、
全
員
自
宅
に

い
る
状
態
で
テ
レ
ワ
ー
ク
会
議

が
で
き
ま
し
た
。

判
っ
た
こ
と
は

①
招
待
者
が
送
付
す
る
案
内

メ
ー
ル
は
参
加
者
の
E
メ
ー
ル

環
境
に
よ
り
変
え
る
事
。

②
招
待
者
が
ズ
ー
ム
起
動
方

法
を
誤
る
と
会
議

が
成
立
し
な
い
。

③
参
加
者
が
参

加
作
業
の
手
順
を

誤
る
と
会
議
に
参

加
で
き
な
い
。

手
順
を
何
回
も

試
行
し
て
体
得
す

る
事
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
計
画
通
り

五
月
・
十
月
と
年
二
回
大
会
を

実
施
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

十
月
九
日
第
二
十
三
回
大
会

結
果
を
掲
載
し
ま
す
。

令
和
四
年
の
計
画

は
三
月
・
五
月
・

九
月
を
同
好
会
に

て
計
画
。

「
旅
く
ら
ぶ
」
は
昨
年
度
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
行
事
を

計
画
し
ま
し
た
が
、
実
行
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
三

重
県
で
も
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
と
な
り
「
旅
く
ら
ぶ
」
で
は

昨
年
十
一
月
三
日
に
幹
事
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
幹
事
会
で
は

①
郵
送
し
ま
し
た
二
０
二
一
年

度
の
総
会
議
案
書
に
対
す
る
意

見
に
つ
い
て
吟
味
検
討
を
し
ま

し
た
。
更
に
②
今
年
度
の
行
事

に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
、
一

月
末
日
に
ア
ル
コ
ー
ル
な
し
の

会
食
懇
親
会
、
三
月
度
に
日
帰

り
グ
ル
メ
旅
を
計
画
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に

は
昨
年
ご
案
内

し
ま
し
た
。

三
月
度
の
バ

ス
旅
行
は
今
後

の
コ
ロ
ナ
の
情

勢
を
観
て
再
度

実
施
の
可
否
を

検
討
し
て
行
き

ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
は
昨
年
五

月
十
六
日
の
ふ
る
さ
と
巡
り
四

日
市
港
地
区
（
田
中
貞
男
様
案

内
）
が
雨
で
中
止
と
な
り
、
十

月
十
七
日
い
な
べ
市
大
安
町
地

区
巡
り
（
伊
藤
し
ま
子
様
・
樋

口
ひ
さ
お
様
案
内
）
が
二
一
年

度
最
初
の
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

前
夜
の
大
雨
も
当
日
は
雨
の

気
配
も
な
く
、
心
地
よ
い
秋
風

に
包
ま
れ
、
参
加
者
十
七
人
で

三
岐
鉄
道
三
里
駅
か
ら
い
な
べ

公
園
ま
で
歩
き
、
公
園
を
一
周

し
ま
し
た
。

三
月
二
二

日
に
は
鈴
鹿

市
白
子
地
区

巡
り
（
近
藤

弘
様
案
内
）

を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

多
く
の
方
々

の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

一
昨
年
度
に
引
き
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
市

民
美
術
展
を
は
じ
め
色
々

な
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
外

出
の
自
粛
に
よ
り
活
動
が

制
約
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

カ
メ
ラ
部
の
定
例
会
も
昨

年
度
は
六
・
七
・
十
月
の

三
回
し
か
開
催
出
来
ず
春

の
撮
影
会
や
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
も
中
止
し
ま
し
た
。

唯
一
シ
ニ
ア
趣
味
の
作
品

展
（
四
日
市
市
文
化
協
会

令
和
三
年
十
一
月
六
日
か
ら
十

三
日
ま
で
富
士
電
機
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
一
階
入
り
口
に
て
菊

花
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

八
月
の
長
雨
、
九
月
の
高
温

と
い
っ
た
異
常
気
象
に
よ
り
、

菊
の
成
長
が
、
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
の
で
、
昨
年
は
、
例
年

に
比
べ
て
寂
し
い
展
示
会
と
な

り
ま
し
た
。

今
年
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四

月
の
挿
し
芽
に
向
け
て
良
い
冬

至
芽
が
で
き
る
よ
う
に
、
盆
栽

園
芸
部
全
員
で
、
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
吟
詠
大
会

等
々
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
十
一
月
漸
く
再

開
。
早
速
二
十
六
日
椿
会
館
で

恒
例
の
吟
詠
大
会
と
お
楽
し
み

の
忘
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

や
は
り
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
吟
詠

大
会
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
四
名
ち
ょ
っ

と
寂
し
か
っ
た
の
で
す
が
椿
会

館
の
食
堂
で
夕
食
後
部
屋
で
お

酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
会

社
と
か
朗
吟
部
の
今
昔
を
い
ろ

い
ろ
思
い
出
し
な
が
ら
、
話
に

没
頭
。
久
し
ぶ
り
に
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
回
の
会
合
を
機
に
今

年
六
月
「
ソ
レ
イ
ユ
伊
豆
」
に

て
全
富
士
吟
詠
大
会
を
開
催
す

る
旨
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

ブロッコリー白菜

キャベツ


